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ADuM4195-1は、電圧検出向けに最適化された小型8ピンの 「アナログ / アイソレーション・アンプ

(強化絶縁)」 です。チップ内部の「絶縁」には、20年以上の市場実績を積み重ねたアナログ・デバイセズの

iCoupler®アイソレーション技術が使用されています。

ADuM4195-1 は、入力バッファ(Hi-ZIN)、出力バッファを内蔵し、シングル・エンド出力のため、シンプルで使い

易い構成となっています。入出力ゲインは1倍で、VDD1/VDD2 UVLOなどの保護機能も充実しています。

＊ブロック図は裏面

また、製品オプションとして16ピンのアイソレーション・アンプ「ADuM3195 / ADuM4195」 も販売予定です。

(注:ADuM4195-1とは、ピン配置、入出力方向が異なる)詳細は製品データシートも合わせてご確認ください。

電圧検出向け iCoupler®

アナログ/アイソレーション・アンプ「ADuM4195-1」

入出力バッファを内蔵し、部品点数の削減およびシステム性能の向上に貢献

概要

入出力範囲が広い
（>4.3 VIN-to-OUT）

入力インピーダンス
が高い

(>1,000 MW)

シングル・エンド出力
（後段アンプが不要）

１. 差動→ シングル・エンド変換回路が不要 (IC + 受動部品、スペース)

システム面のメリット (部品点数の削減、省スペース化、検出精度向上)

■外付け回路が不要

・シンプル + 省スペース

・検出精度向上

・設計&検証が容易

・コストアップ

・部品点数増加

・周辺部品による

検出精度の悪化…

■外付け回路が必要

R精度 (~±1%)

オフセット (~5mV)&ゲイン誤差 + 温度ドリフト (2回路分)

VDD2 電源変動

https://www.analog.com/jp/products/adum4195-1.html
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【新製品】 ADuM4195-1

ADuM4195-1 機能ブロック図および評価ボード ( EVAL-ADuM4195-1EBZ )

＊評価ボードには、U2:ADuM4195-1(ISO Amp)と、U1:ADuM6028-5 (isoPower 小型・絶縁電源) を搭載

バイアス電流 (入力側) & 外付け回路 (出力側) がないため、

システム誤差を「最小化」

入力側・出力側ともに、誤差要因あり

システム誤差が「増加 & 変動」

２. 「高入力インピーダンス (Hi-ZIN)」 + 「広い入出力範囲」 によるメリット

高電圧DC + 抵抗分割の構成を想定

VDD2 4.5V ~ 5.5V (Abs : +7V)

VIN 0V ~ VDD2

VDD1 4.5V ~ 5.5V (Abs : +7V)

VOUT_SE 0.25V ~ VDD1 – 0.7V

温度範囲 TA= -40C ~ +125C (or TJ= 150C)

AEC-Q100 Qualified for Automotive application

ADuM4195-1W、ADuM3195 W /4195W（予定）

入出力範囲および温度範囲など

■ ADuM4195-1,  >1,000 MW (Hi-ZIN)

Case 1 or 2でも、ほぼ同様の特性

Case 1 : 信号源から、直接VIN入力

Case 2 : 抵抗分割 (120uA 条件) を介して、VIN入力 (右図)

■ ISO Amp,  >1 MW (Lo-ZIN)

回路構成により、特性が変化

バイアス電流の影響

外付け回路の影響

https://www.analog.com/jp/design-center/evaluation-hardware-and-software/evaluation-boards-kits/EVAL-ADUM4195-1.html
https://www.analog.com/jp/products/adum6028.html

